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脳腫瘍手術症例の統計的観察
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（本論文の一部は昭和33年1．月26日第19回北陸精神神経科集談会並びに．

昭和33年2，月9日第153回金沢眼科集談会にて発表した．）

　脳腫瘍に関する統計的観察は，脳外科学を大成した

Cushing及びBailey　1），により綿密に。なされている．

最近に．なって，我が国でも脳腫瘍手術症例が急激に増

加し，この種の研究業績が各教室（新潟6）2），京都6），

東京6），九州5），岡山7＞，東北4）各大学）に．おいて

報告されている．いずれの疾患にも認められるごと

く，脳腫瘍もまた，年齢，入学あるいは地域によって

その分布に差異が認められる．この際，私どもの教室

での脳腫瘍手術症例を，その種類別頻度，年齢構成，

手術成績などについて，統計的に検討し，諸家の統計

と対比しながら，北陸地方における一つの傾向を知る

一助にしたい．

1．脳腫薦手術症例の資料

　1941年より1959年6月までに，金沢大学第一外科

教室において，手術により，組織学的に診断の確かめ

られた脳腫瘍は73例である．このうち38例は最近5年

間に手術が行なわれた．明らかに脳腫瘍と思われた症

例でも，手術を施行し得なかった症例，開頭の結果蜘

網膜炎，蜘網膜嚢腫，偽腫瘍，硬膜下血腫等であると

判明した症例は，この統計から勿論除外した（第1

表）．脳腫瘍の分類には，現在脳外科領域で広く用い

られているCushing及びBailey　1）の分類を使用し

た．なお，肉芽腫，脳内寄生虫，脳膿瘍は真性腫瘍に

は属さないが，space　occupyingの病巣を脳内に形成

するという立場から，この統計に加えた．

1［，脳腫傷の手術症例の種類別頻度

　手術症例73例中，下垂体腺腫16例，Glioma　15例，

Meningioma　13例，　Congenital　Tumor　6例，　Neuri・

　　　　　　　　　　　　　　　noma　2例の順に，頻度：の高いものより列挙される．

日本脳外科における脳腫瘍の綜合的統計4）について，

これをみると，Glioma　661例，　Meningioma　376例，

：Neurinoma　371例，下垂体腺腫262例，　Congenital

Tumor　225例の順になる．比較的下垂体腺腫を集めた

というCushingの統計でも，　Glioma，下垂体腫瘍，

Meningioma，　Neurinoma、転移性腫瘍，　Congenital

Tumorの順である（第3表）．私どもの症例において

は下垂体腺腫が多いことが特異的であるといえよう．

各腫瘍別に詳細に分類，検討し，その特長に．ついての

べる．

　A）Glioma；

　脳腫蕩のうちもっとも高頻度にみられるものとさ

れ，私どもの手術例においては全脳腫瘍手術の20．5％

を占めている．本邦全国統計でも脳腫瘍手術例2286

例中Gliomaは661例で，24．6％を占める結果とほ

ぼ等しい．それに比較して，外国においては，01iver・

crolla　8）47．9％，　Cushing　1）42．6％，　Grant　g）50％と

報告し，その頻度は本邦のそれの約2倍に近い．植木

11），西本等7），光野等5）の報告でも，Gliomaの頻度

が欧米に比して少ないことを指摘している，実際伊藤

3）の剖検例の統計でも，37．9％で，欧米に比して少な

い．Gliomaの中でも，　Glioblastoma　multiformeが，

欧米においては30％内外を占めるに対して，本邦全国

症例では11．2％を占めるに．過ぎない．私どもの手術

症例においては，GliOlnaの手術の僅かに6．6％であ

　Statistical　Investigation　of　the　Operated　Cases　of　Brain　Tumor，　Takashi　Tsubokawa，

Kimpei　Araki，　Hiraki　Sakurai，　Makoto：Kikuchi，　Masaomi　Ishiguro　＆　Shinjir6

Yamamoto，　Department　6f　Surgery（Director：Prof。　M．　Urabe），　School　of　Medicine，

University　of　Kanazawa．
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第1表脳腫瘍手術症例：組織学的分類と手術死亡率　（1941～1959．6）
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　Pi且ealoma

　Ependylnoma
　Glioblastoma　mult．
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つた．一方EpendymomaはCushing　1・6％Grant

2・7％と報告しているに．対して，本邦全国統計におい

ては12．8％，私どもの例はGlioma手術例の13．3％

に達している．同様な傾向は松果体腫瘍に．ついてもい

え，欧米において1．4％内外の頻度であるに対して，

私どもの症例では11．7％を占め，全国統計において

も9．2％を占めている．Astrocytomaは欧米，本邦，

Pinealomaと診断して，腫瘍切除をせず，　Drainage等を行いし症例．

私どもの症例，そのいずれにおいても約25％を占めて

いる（第5表）．

　私どものGlioma手術例を検：回して，注目されるこ

とは，統計上比較的長期にわたり生存するとされてい

るAstfocytoma，01igodendroglioma，　Astroblastoma，

Ependymoma等がGliomaの70％を占あていること

である，本邦全国症例では，これらの腫瘍はGlioma
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中52．8％を占めるに過ぎない．

　B）Meningioma：

　Meningiomaの症例は私どもの脳腫瘍手術症例の

17．8％を占めている．その頻度は，本邦全国統計にお

ける2286例中376例，即ち15．4％，Grant　17．4％，

01ivercrona　19・2％，　CushiP913．4％でその間に大差

がない．

　C）下垂体腫瘍

第2表　脳腫瘍手術症例及びその手術死亡率

　　　　　　　　　（全国症例1957．6現在）
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第3表Cushing及びBaileyによる
　　　脳腫瘍の分類及び頻度

分 類

Glioma：

　Neumepithelioma

　Medulloblastoma

　Pinealoma

　Ependymoma
　Glioblastoma　mult．
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　Oligodendroglioma
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第4表　Gliomaの頻度

報告年名

Olivercrona

Cushing－Baily

鵠、

吾齢症例（1957年6月まで）

吾平剖検例（伊藤）

九　　大　（光野）

岡　　大　（西本）

金沢大第一外科

脳腫瘍
症　例

4185

2023

1420

1215

661

1267

123

175

　73

Glioma
症　例

2008

862

745

644

244

404

　34

　43

　15

頻　度
（％）

47．9

42．6

52．5

53．0

36．8

31．9

28．0

27．0

20．5

　私どもの手術症例に．おいては，下垂体腫瘍の手術頻

度は，全脳腫瘍手術の21・9％を占める．この頻度は，

下垂体腫瘍に，特に関心をしめしたCushingの全脳腫

瘍中の17．8％を占めるという報告よりも高く，Tδnnis

の6．2％よりはるかに高い．本邦全国症例の下垂体腺

腫が占める頻度は，私どもの施をしめすに過ぎない．

しかし，下垂体腫瘍が私どものもとで多発するとは結

論は出来ない．脳外科を訪れる患者は予め一般臨床家
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第5表　Glioma種類別発生頻度　（％）

Gliomaの種類

Glioblastoma
multiforme

Epe皿dylnoma

Pinealoma

その他の
Glioma

Cush・
ing

24．1

2．9

1．6

71．4

Davis

51．4

3．6

1．3

43．7

Ray

52，6

4．3

2。7

日本1金大第

全症例一外科
　　　1

11．2

12．8

9．2

4・・4166・8

6．6

13．3

11．7

68，4

によ．り．診断，一紹介されてくるわけであること，本腫瘍

が20歳代に発生すること等を考えると，手術頻度が比

較的高いことが説明出来よう．

　D）：Neurinom歌

　聴神経Neurinomaは比較的早期より特異的症状を

呈する腫瘍として知られ，脳腫瘍のうち，本症の頻度

は01ivercrona　8。5％，　Cushing　8．7％，　Ray　6．5％と

報告されている．本邦全手術症例をみると，16．2％の

高頻度をしめしている．伊藤の剖検例の調査では本症

の症状をしめすPseudotumorをも含めて，10％の頻

度を報告している．ところが私どもの症例では脳腫瘍

手術例の3％（2例）に過ぎない．

　E）Congenital　Tumor

　Craniopharyngioma，　Cholesteatoma，　Dermoid，

Chordoma，　TeratomaをCongenital　Tumorとして分

類した．私どもの手術症例においてはCraniopharyn・

gioma　3例，　Cholesteatoma　3例で，全脳腫瘍手術例

の8．3％を占め，全国統計の9．9％との間に殆んど差

がない．ただCholesteatomaが私どもの症例に．おい

て比較的多いことが特長といえよう（第1，2表）．と

ころが欧米に・おけるCraniopharyngiomaの頻度に．つ

いて比較すると，Cushing，　Davis，　Rayの脳腫瘍症例

を合計した4658例の中134例（2．9％），Olivercrona

1．85％で，いずれもその頻度が低い．

　F）転移性脳腫瘍

　脳腫瘍のうちで転移性腫瘍の頻度は，Cushing　4．2

％，01ivercrona　3．4％，　Grant　9％を報告されている

が，本邦全症例の統計では2．7％を占めるに過ぎな
〆

い．私どもの手術例では4．2％であった．西本等は本

邦に脳転移をきたし易い肺癌の少ないことをもって，

この現象を説明している．事実，私どもの症例をみる

に，原発巣は肺癌が2例，胃癌が1例で，肺癌の転移

によるものが多い．しかも，脳腫瘍の切除標本によっ

て初めて転移巣であることが発見されることが少なく

ない．原発巣が最初から明らかな場合は勿論開頭術は

行なわないので，本統計から除外されている．

　G）脳内寄生虫症

　主として，Paragonimiasisに．よるもので，九州大学

（8．1％）5），岡山大学（6．9％）7）の報告に．はかなりの

頻度にこの種の手術例が報告されており，本邦全国統

計では41例（全脳腫瘍手術例の1．7％）を数える．私

どもの教室では一例の経験もなく，本症が地域的疾患

であることを物語っている．

　H）腫瘍の部位別分布

　腫瘍の局在を天幕上，天幕下に大別して，本邦全国

統計と私どもの症例について検討した．本邦全国統計

においては，15歳以上の成人では2．3d．0で天幕上

に多発し，15歳以下の小児でも1．531．0の比率で，

天幕上に発生するものが多い．私どもの症例でも15歳

以上の成入では2．8d．0で天幕上に多発し，15歳以

下でも1・8；1．0となり，全国統計と同様の傾向をし

めしている．Gliomaについてみると，33％が夫幕下

に認められる，Meningiomaではこれと対照的に天幕

下に発生せるもの1例，後頭蓋窩の1例を数えるのみ

である．Cholesteatomaでは全例が天幕下に．あり，転

移性腫瘍及び脳膿瘍は天幕下に一例も認められなかっ

た．

　　　　皿．脳膿蕩手術症例の年齢別分布

　脳腫瘍の年齢分布曲線はCushing　1）によると，第

8表Aのごとく，40歳代に最も頻発している．これに

対して，中田の統計6）では分布の頂点が30歳代にずれ

てきている．私どもの手術症例についてみると，20歳

代，30歳代に双つの頂点を有する分布曲線をしめし，

前二者の分布曲線に此干して更に，若年者層へ移行して

いる，これは，20歳代に発生する下垂体腫瘍の手術例

の多いことと，老年者の脳腫瘍手術症例を取扱う機会

が少ないという地方的な偏りと解釈していいと考え

る．

IV．脳腫瘍の手術成績

　脳腫瘍の手術における危険率は脳腫蕩の種類・局在

部位，患者の全身状態等によるのみならず，症例の選

択及び手術者の手技，手術方針によって大いに左右さ

れるので，一様に統計上の結果のみをもって比較する

のは妥当でない．しかし，各腫瘍別に手術死亡率及び

術後成績について検討することは，脳外科の現況を知

る上でも有意義なことである（第1，2，7，8表）．

　Cushi且gの症例で手術死亡率をみると，　Glioma

19．4％，Meningioma　11．4％，下垂体腺腫6．8％で

ある．最近（1954）のGrantの統計ではGlioma　29．2

％，Meningioma　21．3％，　Adenoma　11．7％という成
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績である．一方本邦全症例についてみると，Glioma

36％，Meningioma　21．3％，下垂体腺腫15．3％と，

いずれも欧米の成績とほぼ同様であった．私どもの手

術症例に．ついて，手術死亡率をみると，Glioma　26．7

％，Meningioma　15．3％，下垂体腺腫，6．3％であり，

上述の諸家の成績に比較して，殊に．Meningiomaと

下垂体腺腫の手術成績は良好である．手術成績の向上

は脳外科医家の経験の蓄積のみならず，脳疾患に．対す

る一般の知識の上昇による早期手術の機会が多くなっ

たことにもよるが，一面，最近の麻酔法の進歩，循環

並びに水分代謝の研究，自律神経症候群に．対する処置

等の進歩が手術を容易ならしめ，手術死亡率を低下せ

しめているのである．

　A）Gliomaの手術成績

　Gliomaの手術死亡率は21．3％で，本邦全国統計の

それに比して低く，最近とみに手術死亡率は低下して

きている．この比較的良好な成績は，気管内麻酔によ

る気道の確保及び術前後の管理の改善に．負うところが

少なくないが，一面私どもが手術したGliomaの症例

は比較的良性とされる　Astrocytoma，　Oligodendro・

glioma，　Astroblastoma，　Ependymomaが多く，それ

らが全Gliomaの70％を占めていることも一因をなし

ていよう．手術成績，とくに遠隔成績を比較する場合

に．は，腫瘍の摘出に際して，脳切除による脳機能の脱

落症状を考慮せず，再発の可能性に．重点をおき，一葉

切除を行なうか，腫瘍の単純摘出にとどまるか，等の

手術方針の決定態度に左右されることが多いので一様

に論じられない．私どもは，Glioblastoma　multiforme

の場合も，少なくとも手術により生命を延長し得る可

能性があり，或いは一時的に．せよ症状の改善を期待し

得るものは敢えて手術を施行している．

　B）Meningiomaの手術成績

　Meningiomaは脳実質を圧排して発育し，脳実質と

の境界が明確であるために，特殊な部位腫瘍以外は完

全易咄が出来て，一般に遠隔成績も良好である．私ど

もの13例中完全摘出可能であった症例は10例で，その

うち8例（61．5％）が術前と同一職業に復し，腫瘍の

部分切除を含めた3こ口（23．1％）一応家庭生活を営

んでいる．手術死亡例は2例（15．4％）で，これらは

天幕，大脳鎌に発生し完全易咄が不可能な症例であっ

た．本邦全国統計によると，本症の手術死亡率は21．3

％で，これに．比較して良好な結果を得ているといえよ

う．この原因は術前の血管撮影による局在の精密なる

決定と，出血に対する処置として低血圧麻酔，低体温

麻酔の応用をあげることが出来る（第6表）．

　C）脳下垂体腫瘍の手術成績

　本症は手術効果が著明で，手術翌日より視野の回復

第6表　Meningioma手術成績

業
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術
に

績
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を営む
手術死亡

13
　　　　　　8
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3 2
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第7表　下垂体腫瘍手術成績

　　視野及び視力

正靴慰籍睡騨
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第8表脳腫瘍の年齢別分布
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がみられるものが多い．私どもの16例の手術成績をみ

ると，10例（68．2％）は視野及び視力が正常化し，3

例（18．9％）が好転した．2例（12．6％）は術前と同

様で，16例中1例（6．3％）が死亡した．本邦全国統

計の手術死亡率（15．3％）の弛以下で，私どもの唯一

例の死亡例は嗜塩基性腺腫によるCushing氏病様の

満月状顔貌及び高血圧を合併していたものである．こ

の成績をみると，下垂体腫瘍の手術では手術死亡率を

零に．までも下げ得るものであり，内分泌，自律系に．変

調をきたしている症例に対してはBasedow急病にお

けるζとく，術前，術後のHormon学的検討を加え

ながら安全な手術を遂行すべきであると考える（第7

表）．

　D）Neur量nomaの手術成績

　本邦全症例371例中，手術死亡例は69例（18．6％）

で，脳腫瘍の手術成績としては比較的良好な結果を得

ている．私どもの2症例では手術死亡例はなかった．

　E）Congenital　Tumofの手術成績

　私どもの手術症例は　Craniopharyngioma，　Chole・

steatomaの症例6例のみであるが，このうち3例（50

％）の手術死亡をみた．とくにCraniopharyngioma

は66．8％の手術死亡率をしめし，本邦全症例統計の

手術死亡率19．5％に比較して異常に高い．この原因

は第皿：脳室底に存在している腫瘍を完全摘出を期する

私どもの手術方針に基づくものといえよう．これに対

してCholesteatomaの死亡率は33％で，本邦全国症

例の統計におけるそれとほぼ同率である．

V．手術死亡例の腫瘍別，部位別分類

　手術死亡例は73例中12例（16．2％）で，本邦全国統

計の3286例中551例（24・2％）に比較して低率であ

る．私どもの死亡例12例を腫瘍別に．みると，Glioma

4例，Congenital　Tumor　3例，　Meningioma　2例，

下垂体腫瘍1例，Prilnary　Sarcoma，　Brain　abscess各

1例である．これを天幕下，天幕上に分類すると天幕

下に多い．天幕下の場合は脳幹に原発した品品の手術

例が含まれるほか，手術操作自体が直接，間接に脳幹

に．及ぼす影響の大きいことが手術成績を不良にしてい

ると考える．

結 論

　私どもの教室における脳腫蕩症例について，脳腫瘍

の種類別に手術頻度，手術成績，年齢分布等を検討

し，北陸地方の脳腫瘍手術の特長について観察した．

　（1）Gliomaの手術症例は15例で，全手術症例の

20・5％をしめている．そのうち比較的良性とみられる

Astrocytoma，　Oligodendroglioma，・Astroblastolna，

Ependymomaが全Glioma例の70％をしめ，　Glio・

blastoma　multiformeは1例のみで少なく，Ependy・

moma，　Pinealomaは比較的多い．

　（2）Meningiomaの手術例は13例で，全手術症例

の17．8％を占め，手術死亡率は僅か15．4％で，病前

の職業に．復帰し得たものが61．5％の多きにのぼって

いる．

　（3）下垂体腫瘍の手術症例は16例で，全手術症例

の21．9％を占め，手術死亡例は僅：かに1例（6．3％）

で，正常視野，視力を回復したものが68．2％であっ

た．

　（4）Cfaniopharyngiomaは3例の手術例中2例

の手術死亡例を経験した．本症の完全一二を治療方針

とすることに関しては充分検討を要するといえよう．

　（5）脳腫瘍手術症例の年齢別分布をみると，20歳

代と30歳代とに，双つの山を有しているが，下垂体腫瘍

の手術が比較的多いことに基づくと考える，（ig59．

7．10）

稿を終るにあたり恩師卜部教授の御校閲を賜わったことを深く
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                                     Abstract
  We have studied the frequency of operation, the operative results and the age distribution

of the operated cases of the brain tumor in our clinic according to the sort of the brain

tumor.
  1) The operated cases of the glioma were 15 and occupied 20.5% of all the operated cases.

Among them, astrocytoma, oligodendroglioma, astroblastoma and ependymoma which were
regarded as relatively benign, occupied 70% of all the glioma cases. Glioblastoma multiforme

was only one case and its incidence was low. On the other hand, pinealoma and ependy-

moma were seen relatively more.

  2) The operated cases of meningioma were 13 occupying 17.8% of all the operated cases

of brain tumor. The mortality rate of operation was merely 15.4%. The cases who were

able to return to their occupations before the attack of the disease, were 61.5%.

  3) The cases of hypDphyseal tumor were 16 and occupied 21.9% of all the operated cases.

The mortality rate of operation was only 6.3% and the cases who regained the visual field

and sight before the attack of the disease, were 68.2%.

  4) 3 cases of craniopharyngioma .were operated and 2 cases of them died after operation･

It needs further consideration to make a complete exstirpation of this tumor the plan of

treatment.

i

,


